
■データで振り返るパインボウル勝利 
  
　北海学園大が２４－１４で東北大を下し、３度目の出場で初優勝を飾った２３日の北日本大学
アメリカンフットボール王座決定戦・第３３回パインボウル（元気フィールド仙台）。東北の雄
を攻守に圧倒し、北海道代表として１３年ぶりの勝利となった一戦は、道内のアメフト関係者も
感激させ、北海学園大が関東代表と対戦するホワイトボウル（１２月２０日）への期待も膨らま
せる。杜の都の熱戦をあらためてデータで振り返り、ゴールデンベアーズの勝因を確かめてみよ
う。 
　まず、攻撃力を示す総獲得距離は北海学園大が３０１ヤードで、東北大の２０２ヤードを１０
０ヤード近く上回った。このうちランは北海学園大が４４回、２０４ヤードを稼いだのに対し、
東北大は１３回で５１ヤードにとどまった。北海学園大は、エースＲＢ阿部龍太郎（４年、室蘭
栄高）が３１回、１５３ヤードと駆け回り、ＱＢ小笠原丈瑠（２年、札幌・北海高）も７回、３
０ヤードを走った。阿部のダイブやオープンに加え、要所で交えたＱＢキープが東北大守備を混
乱させた。 

【３１回、１５３ヤード、１ＴＤと北海学園大攻撃を引っ張ったＲＢ阿部龍太郎】 

　象徴的だったのが第２Ｑの３－７からの逆転劇。ＬＢ松本竜輔（２年、旭川龍谷高）のイン
ターセプトで東北大陣２５ヤードで攻撃権を得ると、ＲＢ阿部の右オープン、ＱＢ小笠原の技あ
りの右オープン、ＲＢ阿部のダイブと右オープンで敵陣７ヤードへ。相手守備が前掛かりになっ
たのを突いて、ＱＢ小笠原がＷＲ屋敷龍作（３年、石狩南高）へ鮮やかなＴＤパスを決め、逆転
に成功した。 



【北海学園大の攻撃を支えた攻撃ライン】 

　怒濤のラン攻撃を支えたのが主将のＴ本間航史（４年、札幌東高）ら攻撃ラインの強力ブロッ
クだった。Ｃ白井智夢（４年、札幌光星高）、Ｇ高橋遼大（４年、札幌英藍高）、Ｇ近藤巧実（３
年、札幌第一高）、Ｔ宿野部壮紀（４年、札幌・北海高）を合わせた５人の平均身長と平均体重
は１７８センチ、１０１キロ。サイズとスピードに加え、経験豊富な４年生たちの技術が東北大
守備ラインをコントロールし、ＬＢの動きも鈍らせた。 
　一方、お家芸のパス攻撃は、東北大の２２回成功、１５１ヤードに対して１０回成功、９７ヤー
ドにとどまったが、３本のＴＤのうち２本がパスで。エースＷＲ佐藤玲太（３年、札幌光星高）
は３回、３４ヤードに終わったものの、相手ＤＢを十分に引き付け、ＷＲ屋敷とＷＲ野本了輔
（１年、札幌大谷高）のＴＤキャッチを呼び込んだ。 
　守備陣も持ち味を存分に見せた。第３ダウンコンバージョンの成功率は北海学園大の６７％に
対して、東北大は５４％。東北大攻撃をパントに追い込む場面も目立った。最前線のＤＬ坂本大
弥（４年、札幌開成高）、井利元宙夢（４年、江別・大麻高）、大谷洸二郎（４年、苫小牧経済
高）、岩崎慶太（３年、苫小牧東高）が、平均身長１８１センチ、平均体重１０２キロの東北大
攻撃ラインを押し込み、ＬＢ竹内佑至（４年、旭川明成高）、松本竜輔、阿部優斗（３年、市立
函館高）がハードタックルを見せた。竹内はチーム最多の８タックルを決め、パントフェイクか
らのスペシャルプレーで好走も披露した。 
　東北大に１５１ヤードのパスを許したが、４４回のパス攻撃に対してインターセプトは松本の
２回とＤＢ永井峻（４年、札幌光星高）が１回。ＬＢとＤＢで８回のパスカットを見せ、要所で
東北大の反撃の芽を摘んだ。 
　守備陣の踏ん張りが際立った場面の一つが第２Ｑ、４分過ぎ。北海学園大が１０－７と逆転し
た直後の東北大攻撃で、第１ダウン更新を一回許したが、続く第１ダウンでＤＬ坂本、大谷、藤
田の猛ラッシュに相手ＱＢがパス失敗。第２ダウンでは、制球の乱れたパスをＤＢ永井が鮮やか
にインターセプトした。続く北海学園大の攻撃でＲＢ阿部龍太郎がＴＤランを決め、１６－７と
リードを広げた。


